
番 号 役 員 名 氏 名

1 第 一 学 年 副 委 員 長 鈴  木 　  理  恵

2 第 一 学 年 委 員 長 橋  本  　 朱  美

3 第 一 学 年 委 員 渡  部  　 昌  子

4 第 二 学 年 委 員 長 澤  上  　 朋  広

5 第 二 学 年 委 員 木  村  　 恵  子

6 第 二 学 年 委 員 鵜  沼  　 浩  二

7 第 二 学 年 副 委 員 長 林 　  　 玲  子

8 第 三 学 年 副 委 員 長 笠  原 　  雄  二

9 第 三 学 年 委 員 長 大  井  川 　  礼  子

1 0 第 三 学 年 委 員 新  野 　 　 貴   子

1 1 第 四 学 年 委 員 後  藤   　 由  佳

1 2 第 四 学 年 委 員 長 梅  田 　  奈  緒  美

1 3 第 四 学 年 委 員 小  林 　  明  美

1 4 第 四 学 年 副 委 員 長 一  條  　 弘  明

1 5 第 五 学 年 委 員 長 小  藥  　 弘  恵

1 6 第 五 学 年 副 委 員 長 坂  下  　 和  義

1 7 第 五 学 年 委 員 森  山  　 佐  織

1 8 第 六 学 年 委 員 志  賀 　   孝

1 9 第 六 学 年 委 員 長 井  上 　  英  理  子

2 0 第 六 学 年 副 委 員 長 青  田 　  理  恵

2 1 第 六 学 年 委 員 松  井 　  恵  美  子

2 2 石 熊 ・ 山 田 地 区 委 員 長 舶  来  　 丈  夫

2 3 石 熊 ・ 山 田 地 区 副 委 員 長 草  野  　 美  保  子

2 4 石 熊 ・ 山 田 地 区 委 員 加  藤  　 秀  樹

2 5 三 字 地 区 委 員 長 吉  田 　  美  千  男

2 6 三 字 地 区 副 委 員 長 石  井  　 恵  子

2 7 三 字 地 区 委 員 柳  瀬 　  妃  人  美

2 8 三 字 地 区 委 員 石  橋 　  真  澄

2 9 新 山 地 区 委 員 長 髙  倉  　 恵  美  子

3 0 新 山 地 区 副 委 員 長 山  本  　 正  弘

3 1 新 山 地 区 委 員 林 　   　 さ  お  り

3 2 新 山 地 区 委 員 石  井  　 　 紫

3 3 下 条 地 区 委 員 長 勝  山 　  美  智  子

3 4 下 条 地 区 副 委 員 長 笠  原 　  真  一

3 5 下 条 地 区 委 員 大  谷  内  　  俊

3 6 下 条 地 区 委 員 志  賀 　  美  紀

3 7 下 条 地 区 委 員 大  谷  　 順  子

3 8 郡 山 地 区 委 員 長 高  田  　 宏  巳

3 9 郡 山 地 区 副 委 員 長 丹  野 　  健  二

4 0 郡 山 地 区 委 員 青  田 　  淳  子

4 1 細 谷 地 区 委 員 長 渡  部  　 幸  子

4 2 細 谷 地 区 副 委 員 長 舘  林  　 美  代  子

会　　　長 渡 辺　 浩 美
副　会　長 山 本　 敦 子
副　会　長 加 藤　 幸 司
庶　　　務 今 野   由 紀
会　　　計 井 上 め ぐ み
監　　　査 明 間　 光 一
監　　　査 板 倉 　良 直
監　　　査 森　　  健  一

去
る
14
日
（
水
）
の
授
業
参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
に
は
、
多
数
の
保
護
者
の
方
に
来
校
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

お
子
様
の
様
子
は
如
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
新
年
度
、
意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組
む

姿
を
ご
覧
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
体
会
で
お
願
い
し
た
こ
と
を
再

度
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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＊
＊
＊
＊
＊
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＊
＊
＊
＊
＊

本
日
は
、
お
忙
し
い
中
、
授
業
参
観
、
学

年
懇
談
会
、
そ
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
に
お
集
ま

り
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
に
当
た
り
こ
こ
に
、
お
集
ま

り
の
会
員
、
お
一
人
お
一
人
の
皆
さ
ん
を
始

め
、
地
域
の
方
々
の
支
援
に
よ
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
教
育
活
動
が
円
滑
に
す
す
め
ら
れ

ま
す
こ
と
を
ま
ず
も
っ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。平

成
22
年
度
は
、
２
３
名
の
新
入
生
を
迎

え
、
児
童
数
１
９
２
名
、
後
ほ
ど
紹
介
し
ま

す
が
、
教
職
員
25
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

教
職
員
一
同
、
子
供
た
ち
の
よ
り
よ
い
成
長

の
た
め
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
し
っ
か
り
組
み
誠

心
誠
意
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
保
護
者

の
皆
様
の
絶
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
だ
け
お
話
す
れ
ば
、
私
の
話
の
大
部
分

は
終
わ
り
で
す
が
、
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す

か
ら
、
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

双
葉
南
小
学
校
で
は
、
教
育
目
標
と
し
て

「
新
し
い
時
代
を
創
造
す
る
人
間
性
豊
か
な

子
供
の
育
成
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
豊
か
な
人
間
性
」
「
確
か
な
学
力
」
「
健

康
で
た
く
ま
し
体
」
と
徳
・
知
・
体
の
三
つ

の
め
あ
て
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
大
き

な
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
具
体
策
を
立
て

て
い
ま
す
が
、
詳
し
く
は
、
学
校
経
営
・
運

営
ビ
ジ
ョ
ン
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
学
期
の
始
業
式
に
子
供
た
ち
に
話
し
た

こ
と
で
す
が
、
大
き
な
め
あ
て
を
達
成
す
る

に
は
、
小
さ
な
ス
テ
ッ
プ
を
積
み
重
ね
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
す
。
一
昨
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

新
し
い
番
組
で
「
心
の
遺
伝
子
」
と
い
う
放

送
の
中
で
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ア
キ
さ
ん
の
こ
と

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ご
覧
に
な
っ
た

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
Ｏ
Ｌ
と
バ
ー
で
ア

マ
チ
ュ
ア
と
し
て
弾
き
語
り
を
し
て
い
た
彼

女
に
そ
の
才
能
を
見
た
上
司
が
言
っ
た
一
言

T
a
k
e
a
c
h
a
n
c
e
o
n
y
o
u
!

（
自
分
に
賭
け
な

さ
い
）
が
そ
の
後
の
生
き
方
を
か
え
た
よ
う

で
す
。

そ
し
て
、
目
標
達
成
の
仕
方
を
教
え
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
長
期
・
中
期
・
短
期
の
目
標

を
作
り
、
一
日
一
日
そ
れ
を
意
識
す
る
こ
と

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
彼
女
は
ア
マ
チ
ュ
ア
か

ら
三
年
で
武
道
館
コ
ン
サ
ー
ト
と
い
う
め
あ

て
を
達
成
し
ま
し
た
。

本
年
度
、
重
点
目
標
は
、
「
め
あ
て
を
持

ち
、
よ
く
考
え
て
表
現
す
る
子
供
」
で
す
。

子
供
た
ち
に
し
っ
か
り
め
あ
て
を
持
た
せ
、

行
動
で
き
る
子
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
三
つ
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
、
学
校
と
先
生
を
子
供
た
ち
の
前
で

は
、
ど
ん
な
時
も
褒
め
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
「
い
い
学
校
だ
ね
」
「
す
ば
ら
し

い
先
生
だ
ね
」
と
い
う
一
言
一
言
が
相
手
の

こ
と
を
思
い
や
る
優
し
い
子
供
に
育
て
る
源

に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
一
年
間
の

内
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
お
も
い
ま
す
が
、

「
よ
い
子
に
育
て
る
」
と
い
う
共
通
の
目
的

を
も
っ
た
大
人
同
士
と
し
て
、
話
し
合
い
が

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
お
た
よ
り
を
よ
く
読
ん
で
く

だ
さ
い
。
で
き
た
ら
、
そ
れ
を
も
と
に
話
し

合
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

三
つ
め
は
「
学
校
に
お
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
」
学
校
は
地
域
あ
っ
て
の
学
校
で
す
。

開
か
れ
た
学
校
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
「
よ

い
こ
と
・
こ
ま
っ
た
こ
と
」
が
あ
っ
た
ら
、

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

お
願
い
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
今
日
は
総
会
と
い
う
こ
と
で
、
大
事
な

議
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
慎
重
審
議
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

総
会
に
先
立
っ
て
、
町
の
主
幹
兼
指
導
主

事
玉
川
雄
一
先
生
か
ら
、
平
成
22
年
度
「
双

葉
町
特
色
あ
る
教
育
活
動
事
業
」
の
説
明
と

家
庭
へ
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
事
業

サ
イ
エ
ン
ス
21
事
業

三
つ
の
事
業
に
つ
い
て
、
短
い
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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